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2025年９月１日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「グローバル水素株式ファンド」は、2026年８月18日に第５期の決算を行ないましたので、期中の運用
状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2021年８月16日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として、「グローバル水素株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして

運用を行ないます。 

主要運用対象 

グ ロ ー バ ル 水 素 株 式 フ ァ ン ド 「グローバル水素株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

グローバル水素株式マザーファンド 
日本を含む世界の金融商品取引所上場株式（預託証券を含みます。）を主要投資

対象とします。 

組 入 制 限 

グ ロ ー バ ル 水 素 株 式 フ ァ ン ド 
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

グローバル水素株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 
 

＜645044＞ 

グローバル水素株式ファンド 
＜愛称 「Ｈ２」＞ 

第５期（決算日 2026年８月18日） 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2021年８月16日 10,000 － － － 2,650 

１期(2022年８月18日) 10,683 0 6.8 97.0 33,379 

２期(2023年８月18日) 10,516 0 △ 1.6 98.1 28,839 

３期(2024年８月19日) 10,880 0 3.5 96.9 22,770 

４期(2025年８月18日) 13,190 0 21.2 98.1 21,477 

５期(2026年８月18日) 19,616 0 48.7 96.6 27,970 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 

    

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2025年８月18日 13,190 － 98.1 

８月末 13,380 1.4 98.1 

９月末 13,818 4.8 96.8 

10月末 15,086 14.4 98.7 

11月末 14,988 13.6 98.2 

12月末 15,048 14.1 98.6 

2026年１月末 16,656 26.3 98.1 

２月末 17,877 35.5 97.8 

３月末 16,029 21.5 97.4 

４月末 19,141 45.1 98.2 

５月末 19,909 50.9 98.3 

６月末 19,605 48.6 97.4 

７月末 18,839 42.8 96.7 

(期  末)    

2026年８月18日 19,616 48.7 96.6 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (2025年８月19日～2026年８月18日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2025年８月18日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、「グローバル水素株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信

託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の

通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・世界の株価が堅調に推移したこと。 

・保有する米国銘柄や中国銘柄の一部が堅調に推移したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・保有するフランス銘柄や香港上場銘柄の一部が軟調に推移したこと。 

 

期中の基準価額等の推移 
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（株式市況） 

当期間の世界の株式市場では、人工知能（ＡＩ）関連インフラ投資の飛躍的な拡大と、地政学的環境の一段

の複雑化がみられました。市場の変動が続くなかでも、金利低下への期待、財政政策による景気支援、そして

アメリカドル安が投資家のリスク選好を下支えしました。また、ハイパースケーラー（大規模クラウド事業者）

は、データセンター、電力インフラ、半導体への投資計画を繰り返し引き上げています。こうした環境のもと、

情報技術や資本財・サービスなどのセクターが好調に推移した一方、ＡＩによる影響が懸念される企業の株価

は相対的に出遅れた動きとなりました。 

期間中、特に中東地域での緊張の高まりをはじめとする地政学的要因により、エネルギー安全保障、サプラ

イチェーン（供給網）の強靭化、産業基盤の重要性が改めて認識され、実物資産やインフラ関連企業に対する

支援材料となりました。こうした不確実性が存在するなかでも、世界の株式市場は総じて堅調に推移し、特に

テクノロジー関連のサプライチェーンで重要な役割を果たすアジア市場の一部は、相対的に良好なパフォー

マンスを示しました。 

しかし、2026年７月にかけては、ＡＩ関連の恩恵を受ける銘柄への投資が過度に集中する傾向が強まり、企

業業績は概ね堅調だったものの、これまで好調に推移していたテクノロジー関連銘柄は大きく調整しました。

この背景には、投資家がＡＩ関連の設備投資の持続可能性や将来的な投資収益率（ＲＯＩ）について見直しを

進めたことがあります。 

当期間の水素関連の動向としては、政策面での期待先行の段階から、具体的なプロジェクト実行がより明確

に進展する局面へと移行し、欧州およびアジアがその中心的な役割を果たしました。インドでは、国内のク

リーン電力企業が日本向けのグリーンアンモニア長期供給に関する覚書を締結するなど、インドはグリーン

水素（再生可能エネルギー由来のクリーンな水素）およびグリーンアンモニアの競争力のある供給国としての

地位を強化しました。また、中国では、最新の５ヵ年計画において、グリーン水素が引き続き重要な役割を担

うことが示されました。 

欧州では、複数の具体的な進展がありました。例えば、欧州水素銀行による支援の進展、オランダにおける

全長約32ｋｍの水素パイプラインの稼働開始、英国の約150ｋｍの地下パイプライン計画の進展、ドイツにお

ける約400ｋｍの既存ガスパイプラインを水素パイプラインに転用する工事の完成、スペインとフランスを結

ぶ全長約400ｋｍの水素パイプライン計画の基本設計段階（ＦＥＥＤ）への移行などです。 

一方、米国の状況はややまちまちで、西海岸地域の一部の水素ハブに対する支援見直しが進められた一方、

他の地域のクリーン水素ハブについては支援継続が確認されました。 

そのほか、国際エネルギー機関（ＩＥＡ）による世界の水素エネルギー市場に関する年次報告書（Global 

Hydrogen Review 2026）によると、前回報告時点以降に発表された水素関連の公的資金支援の規模が約410億

アメリカドルに達していることや、ＥＵ（欧州連合）規制の導入によって低排出水素需要が創出される見込み

であるなど、需要面の支援が拡大している点も指摘されました。 

総じてみると、水素開発の進展には地域差が見られたものの、政策支援、インフラ整備、オフテイク契約に

加え、新たな需要創出メカニズムの整備が進んだ結果、資金調達・生産能力・輸送インフラと最終需要の結び

つきが徐々に強化され、水素セクターの投資対象としての魅力は一段と高まりつつあります。 

 

  

投資環境 
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（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「グローバル水素株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 

 

（グローバル水素株式マザーファンド） 

期間中の当ファンドの基準価額は上昇しました。 

米国の分散型電力プラットフォーム企業や、中国の自動車部品メーカー、米国の特殊工事請負会社などの株

価が相対的に堅調に推移しました。背景としては、送配電網（グリッド）やデータセンター向けの電力関連イ

ンフラ需要の拡大が共通のテーマとなりました。 

一方、フランスのエンジニアリング・テクノロジー会社や、香港上場の太陽光発電用ガラスメーカー大手な

どの株価は相対的に軟調に推移しました。これらの企業はいずれも、長期的なエネルギー転換や水素普及の恩

恵を受けるとみられるものの、市場では、データセンター向け電力需要の拡大や送配電網投資、電化の進展と

いったテーマを背景に、短期的な成長が見込まれる企業が選好される傾向となりました。 

 

 

当ファンドのポートフォリオ 
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当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第５期 

2025年８月19日～ 
2026年８月18日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 9,616  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、原則として「グローバル水素株式マザーファンド」受益証券を高位

に組み入れて運用を行ないます。 

 

（グローバル水素株式マザーファンド） 

世界の株式市場では、2026年７月から８月にかけての動きが、過度なポジション構築によって株価が急上昇

してきた銘柄の健全な調整だったのか、それともＡＩ関連支出の広範な再評価の始まりを示しているのかが、

焦点となっています。半導体株は大幅な下落を記録しました。今回の株価下落が主にレバレッジをかけたポジ

ションの解消によるものであれば、最悪期は既に過ぎた可能性もあります。 

水素については、引き続き長期的に前向きな見方を維持しています。エネルギー転換の次の段階は、技術の

融合によってさらに明確になりつつあり、特にＡＩ、クリーンエネルギー、電池、ロボティクスが相互に強化

し合う要因となっているとみています。これにより、低コストの再生可能エネルギーが広く利用できるように

なり、システム効率も向上しています。再生可能エネルギーの余剰を活用するために貯蔵・輸送・変換が求め

られるなか、水素は柔軟なエネルギー担体として、そして産業の脱炭素化を可能にする要素として、その重要

性が一段と高まっています。同時に、素材、生産プロセス、電化におけるＡＩ主導の進歩は、時間とともに水

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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素の経済性を高めるとみています。こうした技術の融合は、産業ガス、電化、機器、インフラなど幅広い分野

にわたる水素関連企業のエコシステムに好影響をもたらすと考えています。 

水素経済の実現に必要なインフラ構築に対しては、当面は政策支援が続くとみられます。加えて、今後数年

の市場の牽引役は、資金・信用面での潤沢な流動性に彩られてきた過去の時代とは大きく異なり、世界のエネ

ルギー・システムの脱炭素化やエネルギー安全保障の強化など、社会的ニーズの高い分野の銘柄・セクターに

なると引き続き考えています。したがって、当ファンドでは、水素が環境・エネルギー関連の困難な問題の解

決に役立つという現実世界の社会的ニーズに沿った銘柄の組み入れを維持していく方針です。 

気候変動と地政学的懸念が深刻化するなか、世界はクリーンで安価かつ安全なエネルギーをこれまで以上

に必要としています。クリーンエネルギーの重要性はよく議論の的となりますが、対立が激化する世界におい

て、「安全で安価」なエネルギーの重要性はどれだけ誇張してもしすぎることはありません。今日の各国政府

が直面しているエネルギー危機は、過去数年にわたるエネルギー企業の設備投資不足と地政学的リスクの高

まりを受け、長期問題化しています。さらに、気候変動関連の支出は依然かなりの低水準にとどまっており、

一方で気温の上昇による打撃はより顕著になってきています。これらの危機を解決するという目標を達成す

る上で重要なプラットフォームとなる水素は、今後10年において、あらゆる主要なクリーンテクノロジー・ソ

リューションのなかで最も高い成長を遂げるとみられます。したがって、当ファンドで厳選して組み入れてい

る気候・エネルギーのソリューション提供企業は、今後の勝者になっていくと考えます。 

当ファンドでは、クオリティが高いか改善しつつある水素関連企業への投資を継続していきます。これまで

と同様、事業の質はフューチャー・クオリティ投資の重要な柱であり、また、資本の賢明な投下・成長を図る

経営陣に投資することも重要なポイントです。水素経済は大きな投資を必要としますが、これは好材料である

と同時に、投資先が急速な拡大の必要性に耐え得る強いバランスシートを有する企業であることの重要性も

示しています。 

最後に、当ファンドは、今後の水素経済の生み出す変化が市場で過小評価されていると考える企業に投資し

ています。水素経済が日常生活にもたらす大きな変化だけでなく、ファンドの信託財産の成長という観点から

も、今後も貢献していきたいと考えています。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年８月19日～2026年８月18日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 282  1.688  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (138)  (0.825)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (138)  (0.825)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.038)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.007   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.007)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.001   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 6   0.036   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  3)  (0.017)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (  2)  (0.011)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用、運用において利用する指数の
標章使用料など 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.004)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 289   1.732    

期中の平均基準価額は、16,698円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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グローバル水素株式ファンド＜愛称 「Ｈ２」＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.74％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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グローバル水素株式ファンド＜愛称 「Ｈ２」＞ 

○売買及び取引の状況 (2025年８月19日～2026年８月18日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル水素株式マザーファンド － － 2,145,300 3,584,468 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年８月19日～2026年８月18日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル水素株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 4,790,540千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 24,197,697千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.19   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注）外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年８月19日～2026年８月18日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年８月19日～2026年８月18日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。  

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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グローバル水素株式ファンド＜愛称 「Ｈ２」＞ 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年８月19日～2026年８月18日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2026年８月18日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル水素株式マザーファンド 15,039,892 12,894,592 27,745,294 
 
（注） 親投資信託の2026年８月18日現在の受益権総口数は、12,894,592千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年８月18日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル水素株式マザーファンド 27,745,294 98.3 

コール・ローン等、その他 479,377 1.7 

投資信託財産総額 28,224,671 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） グローバル水素株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（26,416,926千円）の投資信託財産総額（27,745,388千円）

に対する比率は95.2％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=159.50円、1ユーロ=

184.72円、1イギリスポンド=216.11円、1スウェーデンクローナ=16.77円、1デンマーククローネ=24.71円、1オーストラリアドル=113.39

円、1香港ドル=20.33円。 

 

 

親投資信託残高 
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グローバル水素株式ファンド＜愛称 「Ｈ２」＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年８月18日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 28,224,671,059   

 コール・ローン等 479,363,189   

 グローバル水素株式マザーファンド(評価額) 27,745,294,850   

 未収利息 13,020   

(B) 負債 254,584,278   

 未払解約金 25,926,087   

 未払信託報酬 225,354,677   

 その他未払費用 3,303,514   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 27,970,086,781   

 元本 14,258,620,121   

 次期繰越損益金 13,711,466,660   

(D) 受益権総口数 14,258,620,121口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,616円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は16,283,169,961円、期中追加設定元

本額は1,573,738,954円、期中一部解約元本額は3,598,288,794

円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.9616円です。 
 

○損益の状況 (2025年８月19日～2026年８月18日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 2,664,863   

 受取利息 2,664,863   

(B) 有価証券売買損益 9,025,409,953   

 売買益 10,004,114,628   

 売買損 △   978,704,675   

(C) 信託報酬等 △   422,709,090   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 8,605,365,726   

(E) 前期繰越損益金 3,543,771,622   

(F) 追加信託差損益金 1,562,329,312   

 (配当等相当額) (     599,220,785)  

 (売買損益相当額) (     963,108,527)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 13,711,466,660   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 13,711,466,660   

 追加信託差損益金 1,562,329,312   

 (配当等相当額) (     602,133,751)  

 (売買損益相当額) (     960,195,561)  

 分配準備積立金 12,149,137,348   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一

部を委託するために要した費用のうち、2025年８月19日～2026

年８月18日の期間に当ファンドが負担した費用は110,552,648

円です。  
（注）分配金の計算過程（2025年８月19日～2026年８月18日）は以下の通りです。 

項 目 
2025年８月19日～ 
2026年８月18日 

a. 配当等収益(経費控除後) 313,424,295円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 8,291,941,431円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,562,329,312円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 3,543,771,622円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 13,711,466,660円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 9,616円 

g. 分配金 0円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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グローバル水素株式ファンド＜愛称 「Ｈ２」＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2025年８月19日から2026年８月18日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、2025年９月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。 

①委託会社である当社がその社名を「日興アセットマネジメント株式会社」から「アモーヴァ・アセット

マネジメント株式会社」に変更いたしました。（第１条、第16条） 

②当社の社名変更に伴ない、電子公告を掲載する当社ホームページのＵＲＬを「www.nikkoam.com/」から

「www.amova-am.com」に変更いたしました。（第59条） 

 

●当ファンドについて、「一般社団法人投資信託協会」の合併に伴ない、その記載を「一般社団法人資産運

用業協会」に変更すべく、2026年４月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（付表、

第８条、第22条、第23条、第29条） 

 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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